
＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

報　　告　　書

学校林の敷地の整備と間伐をしたり、森林を守っていくことの大切さを地域の方から
話を聞いたりする活動を通し、森林の果たす役割等について学ぶ。また、活動の終末
には、輪切りにしたヒノキを利用した作品をつくりながら活動を振り返ることで、森林を
守っていくことの大切さを実感する。

学校・地域環境保全コース

観音寺市立大野原小学校

５年生

　大野原小学校全校生541名によるグループです。中心になって活動するのは、５年生93名です。児
童はみんな明るく元気いっぱいです。力を合わせて昔から伝わる 学校林を守っていきたいと思いま
す。

わが町大野原の森林を守ろう！

よいしょ！

よいしょ！

みんなの力を

合わせて木を倒

す。

倒した木をチェー

ンソーで輪切りに

する。

難しいなあ‥。

輪切りにしたひのきを利用し、図工の時間に自分の宝物づくりができました。

活動のまとめとし、 「見て！わたしの宝物！」として、輪切りにしたヒノキ

を利用した作品をつくり、町のふるさと学芸館に展示すること等を通じ、

活動を振り返りながら森林を守っていくことの大切さを実感しました。

ふるさと

学芸館に

展示する。

記念

のタグを

付ける。

大きく

育ってね。


